枝豆に至る経緯

アプローチ①　長岡の現状を知る

１、まず長岡の現状を知る為にＳＷＯＴ分析を行った。

長岡のＳＷＯＴ分析　資料①



HYPERLINK "②長岡SWOT分析_1203.pdf"

ＳＷＯＴ（結果の分析）資料②



仮説①

７００万人の観光客に対して有効な手段を講じれば長岡を全国に向けて発信することができるのではないか？

アプローチ②　長岡の地域の宝を調べる

１、長岡にはどんな地域の宝があるのか？

自然・文化・歴史・伝統でどのような地域の宝があるのか。

長岡の地域の宝一覧　資料③



そこからわかったことは？

→「食」に関わるキーワードが多い！

仮説②

仮説①に対して魅力的な食の開発や再開発を行えば長岡の有効な発信ツールになるのではないか？

その他の背景

・江戸時代長岡は江戸、大阪と並び「くいだおれ」の街として有名だった

・じつは、新潟県は枝豆の消費量、作付面積ともに全国一位でなじみ深い食べ物。

肴豆は長岡野菜の一種

・長岡まつりには多くの観光客が押し寄せるが、地元にお金を落とさない

・全国的に有名なのは米、酒、米菓。そろそろ新しいなにかを・・・

仮説①、②からの考察

数ある食の中でもどんなものが発信していく上で有効か？


新「地域の宝」の候補：

練り物、漬物、枝豆、米粉、日本酒、米

コンセプトシート　資料④



